
・余市積丹圏域の流通拠点漁港
として生産・流通機能の強化を図
るため、岸壁への屋根施設等の
整備を行う。
・漁船の集約や船揚場の機能再
編により漁港利用の適正化を図
るため、船揚場等の整備を行う。
・漁船の安全な陸揚機能の確保
により漁港利用の強靱化を図
るため、防波堤の嵩上げ改良
を行う。

主な整備方針

・他地区から産地市場への集約
要望があるが、野天での積込や
保管を余儀なくされており、集約
が困難な状況にある。
・他地区から漁船の集約要望が
あるが、必要な船揚場や用地が
不足しており、受け入れが困難
な状況にある。
・東防波堤からの越波により静
穏度が悪化しており、漁船の安
全や陸揚利用などに支障が生じ
ている。

現状と課題

登録漁船：７５隻
利用漁船：７７隻
（内、外来漁船：２隻）
属地陸揚量：４，４４５トン
属地陸揚金額：１９．２億円
主な魚種：ホッケ、マダラ
組合員数：８３人

港 勢 （Ｒ５港勢調査）

◎古平漁港の役割
・ホッケ・スケトウダラ・カレイ刺網、エビかご、タコいさ
りなどの沿岸漁業のほか、道内外イカ釣り漁船の陸揚げ基地
となっている流通拠点

全体事業費：５２．２億円
事業期間：Ｒ７～Ｒ１６

基本事項

野天での仮置・積込状況 防波堤からの越波状況

主要な対策②：施設再編による漁港利用の適正化・強靭化主要な対策①：拠点漁港の生産・流通機能の強化

古平地区特定漁港漁場整備事業計画
第３種古平漁港
（北海道古平町）

余市積丹圏域
流通拠点

古平地域マリンビジョン策定

ふるびら

主 要 対 策

漁船保管施設用地の狭隘な利用状況

生産・流通機能の強化

漁港利用の適正化・強靭化

野天での陸揚げ状況


